
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

常進ＮＥＷＳ （５月号） 
 

 

めんどうみ 地域ナンバーワン宣言！ 

常陽進研 ☎824-9136 

最近のニュースから 
 今月は、最近のニュースから２点ほどお伝えします。 

公立高校の併願が可能になる？ 

 文部科学省は、公立高校の単願制の見直しに向けた検討を始め

ます。導入するのは、「デジタル併願制」で、受験生は複数校に

志望順位をつけて受験し、デジタル技術を活用して、入試の得点

などに基づいて自動的に合格先を割り振る仕組みです。 

 現在の単願制では、費用の高い私立高校への進学を避けるた

め、志望校のランクを下げて受験する生徒が少なくありません。

併願制により学力に見合った高校への進学が可能となります。い

っぽうで、生徒や学校の序列化が進むとの懸念の声も上がってい

ます。また私立高校の反発もありそうです。 

 今後メリット・デメリットの検討や議論が必要で、具体的な制

度設計や工程もまだ決まっていません。また、導入されてもそれ

を実施するかは、公立高校入試の実施主体である都道府県の判断

に委ねられるため、一律の実施になるかは不透明です。ただ、大

井川知事はこの併願制に前向きな発言をしており、制度が導入さ

れれば、茨城県では実施される可能性が高いでしょう。 

 では併願制が導入された場合、どのような変化が生じるのでし

ょう。土浦市の場合、大きな影響はないと思われます。一高→二

高→三高→湖北→工業と、市内の県立高校はすでに序列化してお

り、各校の役割分担も明確だからです。一流大学を目指す生徒が

集う一高。一流でなくとも大学進学の明確な目標を持つ生徒が志

す二高。勉強と部活の両立あるいは部活優先の高校生活を望む三

高と湖北。職を手につけ就職を目指す工業。あえて併願する生徒

が多くなりそうなのは三高と湖北くらいではないでしょうか。 

ただここ数年低倍率の入試が続く一高は、つくば市の生徒が竹

園と併願することで、復権があるかもしれません。 

ユニセフ イノチェンティ研究所レポートカード 19より 

 ユニセフ イノチェンティ研究所が 14 日に発表したレポート

カード 19「予測できない世界における子どものウェルビーイン

グ」によると、日本の「子どもの幸福度」の総合順位は 36 か国

中 14 位で、前回の 20 位(38 か国中)よりも上昇しました。総合

順位は以下の３つの順位を総合したものです。 

精神的幸福度(生活満足度が高い子どもの割合、自殺率)：32 位 

身体的健康(子どもの死亡率、過体重・肥満の子どもの割合)：1 位 

スキル(読解力・数学的分野の学力、社会的スキル)：12 位 

 新型コロナの世界的大流行以降、数多くの世界で最も豊かな

国々において、子どもたちの学力、精神的幸福度、身体的健康に

著しい低下が見られた中で、日本は生活満足度の平均値が向上し

た唯一の国で、基礎学力が向上した３か国のうちの一つでした。 

しかし好結果の中には多くの問題を包含しており、手放しで喜べ

る状況にはありません。 

 特に精神的幸福度は前回(37 位)より上昇したものの、32 位は

決して褒められた数字ではありません。精神的幸福度は以下の２

つの総合です。 

生活満足度の高い 15 歳の割合：71％(前回 62％) 

15～19 歳の自殺率(10 万人当たり)：10.41(前回 7.37) 

 生活満足度を高いと答える子どもが増加している一方で、自殺

率は上昇しています。生活満足度に特に影響を与える要素とし

て、「ソーシャルメディアの利用」と「親との会話」が挙げられ

ています。ソーシャルメディアを１日６時間以上利用する子ども

の生活満足度は極端に低くなっています。また親との会話も少な

くなるほど、生活満足度は低くなります。つまり、家庭において、

親との会話を断ち、SNS に没頭しているような子どもは、生活

満足度が低くなるということでしょう。 

自殺率の上昇は、心の病気の割合の上昇とも一致しています。

さらに心の病気は、身体的健康にも悪影響を及ぼします。日本の

身体的健康は１位ですが、過体重(肥満)の子どもの割合は、上昇

しています。いっぽうで 2024 年の文部科学省の調査によると、

痩身傾向児(いわゆるやせ過ぎ)の割合も過去最高で、特に女児に

目立ちます。 

SNS の影響で、最近ダイエットをする女子小学生が増えてい

るそうです。SNS で見る痩身にあこがれ、今の自分を不満に思

うのでしょう。ただ医学的には、小学生段階でのダイエットは、

メリットは何もなく、デメリットばかりだそうです。 

日本の子どもは健康で学力も高いのに精神的幸福度は低い。そ

んな国から脱却するためのカギの一つが、SNS と言えそうです。 

５・６月の予定 

月 日 曜 行  事  予  定 

５ 

月 

27 火 ６月分授業料等口座振替日 

31 土 中間テスト対策(四中生) 

６ 

 

月 

８ 日 統一テスト(８･９年生) 

15 日 統一テスト(７年生) 

20 金 お知らせ配布 

21 土 中間テスト対策(一中生) 

27 金 ７月分授業料等口座振替日 
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がんばりました！ 
名文暗誦（４月の課題：漢詩） 

13編 ○○ ○○  ○○ ○ 

５編 ○○ ○○  ○○ ○○  ○○ ○○  ○○ ○○ 

   ○○ ○○  ○○ ○○○ 

名文暗誦ジュニア（４月の課題：短めの詩） 

４編 ○○ ○ 

300-0818 土浦市天川 1-13-14 

http://www.joyoshinken.com/ 

 
☎824-9136 常陽進研 

ライバルの存在 
先月の名文暗誦は２人の６年生がものすごく頑張りました。課

題をどんどんクリアしていく生徒に対し「すごいね」と声をかけ

たところ、もう１人にも火が付いたようです。２人の授業日が重

なるのは週１日だけです。ライバルがいない日は「○○は何枚目

まで行った？」などと、お互いを意識しながら、貪欲に暗誦課題

に取り組んでいました。 

最近の暗誦の時間は、１人が暗誦したものをもう１人が聞いて

あげるなどという場面をよく見かけます。仲間と協力しながら取

り組む暗誦も悪くありませんが、先月の結果を見る限り、暗誦は

ライバルを意識してしのぎを削るほうがはかどるようです。 

友達よりも少しでも進んでやろう。そんな気持ちで暗誦に取り

組んでみてはいかがですか？ 

思考力の九九 文化祭へ行こう！ 
６月上旬は、近隣の県立高校で文化祭が実施されます。文化祭

は、各高校の生徒の様子も見ることができる絶好の機会です。受

験生には、ぜひ足を運んでほしいのですが、7･８年生や小学生も

遊び気分で構わないので、見学に行ってみてください。将来行き

たい高校が見つかるかもしれませんよ。中間テスト対策や統一テ

ストの日程も、見学に行きやすいように組みました。 

近隣の県立高校の文化祭一般公開日 

日程 高校名 

5/31(土)・6/1(日) 土浦第一・竹園 

6/7(土) 
土浦第二・土浦第三・牛久栄進・竜ケ崎第一 

取手第一・牛久 

6/14(土) 土浦湖北・藤代 

上履き持参やチケット制など、事前に確認してください。 

テストの珍解答 
問 アメリカ合衆国では、スペイン語を話すメキシコなどの

国々からの移民が増加している。この人々を何というか。 

    〔    〕 

まじめに答えてないよね。（正解：ヒスパニック） 

 

犬と同列？ 
とある日曜日。公園を散歩していると、小さな子が２人(おそら

く兄妹だろう)、「すみませ～ん」と叫んでいます。休日の公園は

人が多く、誰に向かって叫んでいるのだろうと思いつつ、歩を進

めました。すると彼らは、私の後ろまで走ってきて、また「すみ

ませ～ん」。どうやら声をかけた相手は私だったようです。振り向

くと「クッキーを持ったカラスを見ませんでしたか？」と聞かれ

ました。「クッキーを持ったカラス？ 見てな 

いよ」と答えると、「ありがとうございました。 

よし、次だ」と、走り去っていきます。 

２人は「次はあのワンちゃんにしよう！」 

と言って、飼い主とともに散歩する犬の元へ 

行き、同じ質問をします。犬に対して荒唐無稽な質問をする子ら

を見て、飼い主は大爆笑。犬は答えるはずもありません。すると

飼い主には目もくれず、「次！」と走り去っていきました。 

ほほえましい光景に心が和むとともに、もしかして自分は犬と

同列の扱いを受けたのかとの思いがよぎりました。何とも複雑な

気持ちになり、その公園を後にしました。 

今年もやっぱり大変だ 
今年もまた同じ内容の記事を書く羽目になりました。 

演習の授業後に居残る７年生が、今年も続出しています。最大

の原因は、宿題をちゃんとやらないこと。 

最近の学校では、宿題の管理はされないの 

でしょうか。小中問わず、新しく入ってくる 

生徒は、ことごとく宿題をこなすことができ 

ません。だから我々が新入生に対してまずすることが、宿題は必

ずやるというしつけです。今年の７年生は、中学生に上がる前に

そのしつけを終わらせることができなかった生徒が複数名いた

ため、この苦戦は従前から予想はしていました。 

果たして今後、中学生らしい学習姿勢を身につけるのか、宿題

をこなせず戦線離脱するのか。今年はすでに後者を選択した生徒

もおり、先が思いやられます。 

夏期講習日程 
夏期講習の日程が決まりました。まだ変更の可能性はあります

が、早めにお伝えしておきます。日程以外の詳細は、後日お知ら

せします。 

＜小学生＞ 

 以下の４つのタームから２ターム以上を選択して受講します。 

タームⅠ 7/23(水)～29(火)  タームⅡ 7/30(水)～8/5(火) 

タームⅢ 8/18(月)～22(金)  タームⅣ 8/25(月)～29(金) 

＜中学生＞ 

学年 夏期講習 ８月集中授業 

７･８年生 

7/23(水)～8/6(水) 8/18(月)～29(金) 

夏期講習・８月集中授業それぞれ上記の中から指定

された８日(クラスにより異なります) 

９年生 
7/22(火)～8/6(水) 

土日は除く 

8/18(月)～29(金) 

水土日は除く 

９年生は、別途 8/7(木)・8(金)に終日授業の夏スぺがあります。 


